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利便性向上に向け、以下の新規機能・機能改善が2024/12/22(日)にリリースされます。

機能改善・変更内容について（2024年12月22日リリース）

No 新規機能・機能改善 変更内容

1 VGM情報の「代行」での入力・伝達への対応
【機能改善】

サイバーポートでVGM関連情報を入力する帳票について、届出・登録番号は自社の番号
のみ選択可としていましたが、他社（取引関係先）の番号も入力できるよう対応しました。
※法令上、他社の届出・登録番号を用いて搬入票等の作成・伝達を「代行」可能

2 届出荷送人・登録確定事業者取得APIの公開
【新規機能】

No.1に関連して、サイバーポートに保持する届出荷送人・登録確定事業者情報を取得する
APIを公開します。
APIで搬入票等を作成する際、届出番号・登録番号の整合性チェックに利用できます。

/API/v1/Master/VgmConfirmParties/GetListByNotificationNo/{notificationNo}

3 サイバーポート出力ファイルの共有機能
【機能改善（対象追加）】

サイバーポートの出力ファイルを取引関係先に共有する機能について、
NACCS受信情報ファイルも対象となりました。
申告した事業者がサイバーポートで出力するNACCS受信情報ファイルを、
Excel形式で帳票に添付することで取引関係先に共有することができます。

4 「業務カテゴリ」の追加：NACCS業務
【機能改善】

サイバーポートの「業務カテゴリ」および取り扱う帳票にNACCS業務関連のカテゴリと帳票
を追加しました。
これによりNACCS帳票も「業務プロセス」の管理対象となり、作業タスクや進捗情報を管理
することができます。

5 取引・帳票データの保存期間の拡張
【機能改善】

取引・帳票データの保存期間を下記の通り拡張しました。
サイバーポートのGUI、APIで参照・編集できる過去データの範囲が広がります。
取引・帳票データの保存期間： 90日⇒360日
※取引のステータスが「完了」に自動更新される日数（60日）と、
「完了」状態の取引の保存期間（300日）の合計で360日です。

※2024年12月22日以降に作成された取引が対象です。
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１．VGM情報の「代行」での入力・伝達への対応

⚫ これまで、「VGM確定者」情報の届出・登録番号は自社の番号のみ選択可としていました
が、他社（取引関係先）の番号も入力できるよう対応しました。

⚫ これによりVGM情報の「代行」での入力・伝達の運用に対応できるようになります。

1詳細な機能説明は「GUI操作マニュアル」に記載しております。（12/23以降）

取引関係先の番号も選択可能。
取引関係先以外でも手入力であれば可。
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３．出力ファイル（NACCS受信情報ファイル）の共有機能

⚫ 申告した事業者がサイバーポートで出力するNACCS受信情報ファイルを、Excel形式で

帳票に添付することで取引関係先に共有することができます。

2詳細な機能説明は「GUI操作マニュアル」に記載しております。（12/23以降）

NACCS受信情報一覧 NACCS受信電文一覧

＜これまで＞
• 申告事業者は「NACCS受信情報／電文一覧」

からNACCS受信情報ファイルの出力が可能。
• 取引関係先に共有するためには、一度PC端末

に当該ファイルをダウンロードした上で、帳票に
添付する必要があった。

＜新機能＞
• ダウンロード不要で、申告事業者から取引関係

先へNACCS受信情報ファイルを共有することが
可能。
※帳票へのファイル添付
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４．「業務カテゴリ」の追加：NACCS業務（１／２）

⚫ 業務プロセスを構成する「業務カテゴリ」および取り扱う帳票にNACCS業務に関わるカテゴ
リ、帳票を追加しました（赤字）。

⚫ NACCS帳票を含む業務プロセスを作成することで申告等の進捗を管理できます。

詳細な機能説明は「GUI操作マニュアル」に記載しております。（12/23以降） 3

カテゴリ名 取り扱う帳票

ブッキング UL010：ブッキング依頼書
UL020：危険品ブッキング依頼書
UL050：船腹予約確認書
NR040_BKC_ブッキング情報変更
NR050_BKR_ブッキング情報登録
NR060_BKC11_ブッキング情報変更呼出し

船積手続 UL030：危険物明細書
UL040：船積依頼書(S/I)

UL100：商業送り状（I/V）
UL110：仮送り状
UL120：パッキングリスト（P/L）
UL070：運送依頼書
UL190：バンニング作業依頼書
UL140：コンテナ内積付書（CLP）
NR030_ECR_輸出貨物情報登録

コンテナ搬出入 UL060：空コンテナピックアップオーダー
UL080：機器受領書（EIR）
UL090：コンテナ貨物搬入票
UL360：納品書
UL440：コンテナ確定重量報告書
NR080_BIC_搬入確認登録(輸出未通関)

NR290_CYA_CY搬入確認登録
NR220_VAN11_バンニング情報登録(コンテナ単位)呼出し
NR230_VAE11_バンニング情報登録(輸出管理番号単位)呼出
NR240_VAN_バンニング情報登録(コンテナ単位)

NR250_VAE_バンニング情報登録(輸出管理番号単位)

NR260_VAC_バンニング情報取消し

カテゴリ名 取り扱う帳票

B/L等 UL130：ドックレシート（D/R）
UL150：船荷証券（B/L）
UL160：海上運送状（ウェイビル）
UL170：複合運送証券
UL240：B/L番号通知書
NR010_ACL01_ACL情報登録(コンテナ船用)

NR020_ACL11_ACL情報登録呼出し
UL210：フレート情報
UL220：振込・振替明細帳票
UL230：振込完了通知書

通関 NR090_ECR11_輸出貨物情報登録呼出し
NR100_BIF11_輸出貨物情報訂正呼出し
NR110_BIF_輸出貨物情報訂正
NR120_EDA_輸出申告事項登録 海上
NR130_EDC_輸出申告 海上
NR140_EAA_輸出許可内容変更申請事項登録 海上
NR150_EDB_輸出申告事項呼出し 海上
NR160_BOC_搬出確認登録(輸出許可済)

NR170_BID_搬入確認登録(輸出許可済)

NR180_EAC_輸出許可内容変更申請 海上
NR190_EAB_輸出許可内容変更申請事項呼出し 海上
NR200_BOB_搬出確認登録(貨物引取り)

NR210_BIE_システム外搬入確認(輸出許可済)

NR520_MSX_申告添付登録 海上
NR530_MSY_申告添付訂正呼出し 海上
NR540_MSY01_申告添付訂正 海上
NR570_MSB_添付ファイル登録

積荷情報 UL180：コンテナリスト
UL250：外航ブッキングリスト
UL260：内航ブッキングリスト
UL200：積荷目録

業務カテゴリ（輸出）
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４．「業務カテゴリ」の追加：NACCS業務（２／２）

⚫ 業務プロセスを構成する「業務カテゴリ」および取り扱う帳票にNACCS業務に関わるカテゴ
リ、帳票を追加しました（赤字）。

⚫ NACCS帳票を含む業務プロセスを作成することで申告等の進捗を管理できます。

詳細な機能説明は「GUI操作マニュアル」に記載しております。（12/23以降） 4

カテゴリ名 取り扱う帳票

積荷情報 UL180；コンテナリスト
UL250；外航ブッキングリスト
UL260；内航ブッキングリスト
UL200；積荷目録

B/L等
UL150；船荷証券（B/L）
UL160；海上運送状（ウェイビル）
UL170；複合運送証券

到着通知等 UL290；到着通知（A/N）
UL300；荷渡指図書
UL310；荷渡指図書レス申込書
UL220；振込・振替明細帳票
UL230；振込完了通知書
NR760_DOR_輸入貨物荷渡情報登録

荷捌手続 UL100；商業送り状（I/V）
UL110；仮送り状
UL120；パッキングリスト（P/L）
UL270；輸入指図書
UL280；輸入貨物荷捌依頼書
UL070；運送依頼書
NR650_NVC11_ハウスB/L貨物情報登録呼出し
NR660_NVC02_ハウスB/L貨物情報登録(関連付け)

NR680_NVC01_ハウスB/L貨物情報登録(登録、訂正、削除)

通関 NR460_IDB_輸入申告事項呼出し 海上
NR470_IDD_輸入申告変更事項呼出し 海上
NR480_IDA_輸入申告事項登録 海上
NR490_IDC_輸入申告 海上
NR500_IDA01_輸入申告変更事項登録 海上
NR510_IDE_輸入申告変更 海上

カテゴリ名 取り扱う帳票

通関
（続き）

NR550_AMA_修正申告事項登録 海上
NR560_AMB_修正申告事項呼出し 海上
NR580_AMC_修正申告 海上
NR430_SCR_簡易貨物情報登録
NR440_SCR11_簡易貨物情報登録呼出し
NR590_OLC_保税運送申告
NR600_OLC11_保税運送申告呼出し
NR610_OLA_保税運送申告事項登録
NR620_OLA11_保税運送申告事項登録呼出し
NR630_OLC20_保税運送申告(事項登録あり)

NR360_SAI11_輸入貨物情報訂正呼出し
NR370_SAI_輸入貨物情報訂正
NR520_MSX_申告添付登録 海上
NR530_MSY_申告添付訂正呼出し 海上
NR540_MSY01_申告添付訂正 海上
NR570_MSB_添付ファイル登録

コンテナ搬出入 UL080；機器受領書（EIR）
UL320；コンテナ貨物搬出票
UL330；CFS搬出票
UL340；貨物輸送送り状
UL350；コンテナ貨物受領書
UL360；納品書
NR820_CYO_CY搬出確認登録
NR400_CYD01_システム外CY搬入確認(B/L単位)(事前登録)

NR770_RSS11_輸入コンテナ引取予定情報通知(ID通知)呼出し
NR780_RSS12_輸入コンテナ引取予定情報選択(ID通知)呼出し
NR790_RST11_輸入コンテナ引取予定確認情報通知(ID確認)呼出し
NR640_BOA_搬出確認登録(保税運送貨物)

NR670_BIA_搬入確認登録(保税運送貨物)

業務カテゴリ（輸入）
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【参考】「業務プロセス」の概要と今回の変更点（１／５）

⚫ NACCS帳票も作業タスクや進捗上の管理が可能になります。

5

業務プロセス機能について

「業務プロセス」とは、取引内で事業者同士が行う業務を定義する管理単位です。
業務プロセスの活用により以下が可能となります。

サイバーポートで実施する業務が明確になる
「業務プロセス」として、取り扱う帳票（複数可）、帳票の作成者と受領者、並びにこのプロセスにより達成する業務内容を規定し、取引
関係者間で明確化します。

業務で必要な帳票とその必須項目が定義できる
業務プロセスで取り扱う帳票に対してはそれぞれ必須項目が設定できます。未入力の場合は帳票送信時にエラーとなるので、入力が
不足した帳票の受領を回避できます。

取引毎の進捗が確認できる

業務プロセスは、未対応・処理中・完了（キャンセル）のステータスを管理しており、ほぼリアルタイムでの進捗状況の確認が可能です。
取引の一覧や取引ダッシュボードなどで確認できます。

輸出 ブッキング

船積手続

コンテナ搬出入

B/L等

積荷情報

海上運賃

業務カテゴリ    ブッキング受付
業務プロセス名 ブッキング
取り扱う帳票    UL010 ブッキング依頼書
必須項目         荷送人、荷受人、積荷港・・・

役割                 帳票を受け取る
説明                 「ブッキングの依頼を受け付けます。

  依頼内容をもとにブッキングを手配
します。」

業務プロセス名 ブッキング
取り扱う帳票    UL010 ブッキング依頼書
必須項目         荷送人、荷受人、積荷港・・・
帳票作成組織    ABC物産（荷主）
帳票受取組織    XYZロジスティクス（海貨）
状態   処理中

業務カテゴリ（システム共通定義） 業務テンプレート（各組織で定義） 業務プロセス（取引ごとに各組織で定義）

システム共通として定義された
輸出入業務のカテゴリ

業務上の目的、対象帳票／必須項目、自組織の役割を
定義したもの。業務プロセス登録時の元情報となる。
各組織にて取引前に事前登録する。

業務テンプレートをもとに各取引で作成するプロセス情報。
作成者、受取者を具体化し、処理に応じて状態が更新される
ことで進捗状況が可視化される。

業務プロセスと元情報の関連イメージ
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【参考】「業務プロセス」の概要と今回の変更点（２／５）

⚫ 業務テンプレートについて
⚫ 業務テンプレートは業務プロセスの雛形であり、事前準備として定義する情報です。
⚫ 取引毎に定義するのでなく、一度定義すればどの取引でも利用できます。

詳細な機能説明は「GUI操作マニュアル」に記載しております。 6

任意のプロセス名と説明欄にて、
当該プロセスで実施する業務内容

について記載します。

入力必須項目はグループおよび単
項目単位で指定できます。

当該プロセスにて取り扱う帳票として
NACCS帳票が選択可能となります。

NACCS関係の業務カテゴリが
設定可能となります。

自組織の役割（送り手／
受け手）を選択します。
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【参考】「業務プロセス」の概要と今回の変更点（３／５）

⚫ 業務プロセスについて
⚫ 業務テンプレートを元に取引ごとに「業務プロセス」を作成します。
⚫ 取引で作成する帳票、作成者と受領者を規定します。

7

プロセスは帳票の作成者が作成します。

取引参加組織が事前登録している業務テン
プレートを元に業務プロセスを作成します。

当該業務プロセスにおけ
る帳票の作成者、受領者

が決定します。

詳細な機能説明は「GUI操作マニュアル」に記載しております。



©2024 Cyber Port Administrator

【参考】「業務プロセス」の概要と今回の変更点（４／５）

⚫ Step４：業務プロセスの進捗確認（処理中）
⚫ 業務プロセス登録後、取引ダッシュボードや取引一覧にて進捗状況が参照できます。

8

業務プロセスが追加されると、取引のダッ
シュボード画面に進捗が表示されます。

取引一覧にもプロセスの進捗が表示されます。
NACCS関係の業務カテゴリも表示されます

業務カテゴリごとのプロセス数
完了数／全体数 で表示されます。

NACCS関係の業務カテゴリも表示されます。

プロセスで規定された帳票と作
成状況が表示されます。

取引全体のプロセス数
完了数／全体数 で表示

詳細な機能説明は「GUI操作マニュアル」に記載しております。
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【参考】「業務プロセス」の概要と今回の変更点（５／５）

⚫ Step４：業務プロセスの進捗確認（完了）
⚫ 業務プロセスは帳票の送信を以て完了とすることができます。
⚫ プロセスの完了後、進捗状況の表示も更新されます。

9

業務プロセスが完了すると、ダッシュボード
画面の進捗が更新されます。

取引一覧でも進捗が更新されます。

詳細な機能説明は「GUI操作マニュアル」に記載しております。
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